
自
治
労
第
99
回
定
期
大
会
は
、
各
都

道
府
県
本
部
か
ら
約
２
，
１
０
０
名
の
代

議
員
と
傍
聴
者
が
参
加
す
る
中
、
本
大
会

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

は
じ
め
に
、
議
長
団
の
選
出
を
行
い
、

そ
の
後
、
自
治
労
本
部
を
代
表
し
、
石
上

中
央
執
行
委
員
長
か
ら
、
①
豪
雨
災
害
に

つ
い
て
、
②
戦
後

80

年
を
振
り
返
っ

て
、
③
参
議
院
選
挙
に
つ
い
て
、
④
２
０

２
５
人
事
院
勧
告
に
つ
い
て
、
な
ど
の
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

続
い
て
、
来
賓
と
し
て
、
連
合
本
部
か

ら
清
水
事
務
局
長
、
立
憲
民
主
党
か
ら
野

田
代
表
、
国
民
民
主
党
か
ら
玉
木
代
表
、

栃
木
県
か
ら
福
田
知
事
、
自
治
労
組
織
内

議
員
の
逢
坂
衆
議
院
議
員
、
岸
参
議
院
議

員
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
激
励
と
連
帯
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
出
席
代
議
員
の
資
格
審
査
の

後
、
定
期
大
会
の
成
立
が
宣
言
さ
れ
議
事

に
移
り
ま
し
た
。 

報
告
と
し
て
、
２
０
２
５
年
度
の
運
動

の
総
括
、
一
般
経
過
報
告
、
２
０
２
５
年

度
一
般
会
計
報
告
お
よ
び
特
別
会
計
決
算

報
告
及
び
監
査
報
告
、
自
治
労
共
済
事
業

活
動
報
告
が
、
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
た
後
、

各
都
道
府
県
本
部
か
ら
の
質
疑
が
あ
り
、

本
部
答
弁
が
行
わ
れ
た
後
、
す
べ
て
の
報

告
事
項
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

議
案
と
し
て
、
第
１
号
議
案
「
２
０
２

６
年
度
‐
２
０
２
７
年
度
運
動
方
針

（
案
）
」
第
２
号
議
案
「
当
面
の
闘
争
方

針
（
案
）
」
、
第
３
号
議
案
「
第
６
次
組

織
強
化
・
拡
大
の
た
め
の
推
進
計
画
」
中

間
総
括
及
び
後
期
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

（
案
）
第
４
号
議
案
「
運
動
と
闘
争
の
強

化
に
む
け
た
産
別
体
制
・
財
政
の
構
造
改

革
（
組
織
討
議
案
）
」
に
つ
い
て
、
第
５

号
議
案
「
規
約
・
規
定
等
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
（
案
）
」
第
６
号
議
案
「
２
０
２

６
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算

（
案
）
」
、
第
７
号
議
案
「
第
１
０
０
回

定
期
大
会
開
催
地
の
内
定
に
つ
い
て

（
案
）
」
、
第
８
号
議
案
「
特
別
中
央
執

行
委
員
等
の
選
任
に
つ
い
て
（
案
）
」
が

提
案
さ
れ
、
各
議
案
に
対
し
、
各
都
道
府

県
本
部
か
ら
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
す

べ
て
の
都
道
府
県
本
部
か
ら
の
質
疑
を
終

え
た
後
、
本
部
か
ら
総
括
答
弁
が
行
わ
れ

議
案
審
議
を
終
了
し
、
議
場
閉
鎖
の
の
ち

採
決
を
行
い
、
す
べ
て
の
議
案
に
つ
い
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
選
挙
委
員
長
よ
り
、
役
員
選

挙
の
投
票
結
果
の
報
告
が
あ
り
、
す
べ
て

の
役
員
の
選
出
を
確
認
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
議
場
閉
鎖
を
解
除
し
、
自
治
労
表
彰

制
度
に
よ
る
表
彰
、
退
任
役
員
挨
拶
、
大

会
宣
言
の
提
案
・
採
択
が
行
わ
れ
、
最
後

に
執
行
部
を
代
表
し
て
、
石
上
中
央
執
行

委
員
長
の
発
声
で
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
」

を
三
唱
し
、
自
治
労
第
99
回
定
期
大
会

は
終
了
し
ま
し
た
。 

 

 

石
上
中
央
執
行
委
員
長
挨
拶
（
要
旨
） 

 

被
爆
80
年
に
あ
た
り
、
戦
争
の
惨
禍

の
記
憶
継
承
と
平
和
外
交
の
推
進
を
確
認

し
、
特
別
決
議
の
提
出
方
針
を
表
明
ま
し

た
。
そ
し
て
、
参
院
選
の
総
括
に
あ
た

り
、
組
織
内
候
補
の
当
選
に
感
謝
し
つ

つ
、
目
標
票
に
届
か
ず
「
組
織
力
の
低

下
」
を
厳
し
く
受
け
止
め
。
政
権
交
代
を

視
野
に
、
働
く
者
の
立
場
か
ら
減
税
論
に

と
ど
ま
ら
な
い
社
会
像
提
示
と
政
策
論
戦

の
強
化
を
要
請
し
ま
し
た
。
人
勧
・
秋
季

確
定
闘
争
に
対
し
て
は
、
月
例
給
・
一
時

金
引
上
げ
勧
告
を
評
価
す
る
一
方
、
給
与

法
の
早
期
成
立
を
求
め
つ
つ
、
地
域
手
当

等
を
含
む
賃
金
・
労
働
条
件
の
底
上
げ
を

産
別
一
体
で
追
求
。
病
院
・
福
祉
な
ど
公

共
サ
ー
ビ
ス
現
場
に
も
賃
上
げ
波
及
を
図

り
た
い
と
し
ま
し
た
。
組
織
・
財
政
改
革

に
つ
い
て
は
、
第
６
次
組
織
強
化
計
画
を

踏
ま
え
、
単
組
―
県
本
部
―
本
部
の
伴

走
・
支
援
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
運
動

推
進
体
制
と
安
定
財
政
の
確
立
で
、
組
合

員
の
付
託
に
応
え
る
運
動
へ
進
め
て
い
き

た
い
、
と
訴
え
ま
し
た
。 
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全
国
各
地
よ
り
自
治
労
組
合
員
が
結
集
し
、
自
治
労
第
99
回
定
期
大

会
が
ラ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
宇
都
宮
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
報
告
並
び
に
議
案

に
対
し
て
、
各
都
道
府
県
本
部
よ
り
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
執
行
部

答
弁
を
経
て
、
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
第
４
号
議
案
の
「
運

動
と
闘
争
の
強
化
に
む
け
た
産
別
体
制
・
財
政
の
構
造
改
革
（
案
）
」
に

関
し
て
は
、
２
０
２
７
年
10
月
よ
り
、
自
治
労
本
部
へ
の
加
盟
費
を 

１
０
０
円
引
き
上
げ
る
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
各
都
道
府
県
本
部

よ
り
、
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 



 

評
議
会
で
は
、
秋
の
「
暮
ら
し
・
地

域
公
共
交
通
確
立
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を

神
戸
が
担
当
し
、
他
の
取
り
組
み
は
伊

丹
が
担
う
体
制
で
推
進
す
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。 

 

人
材
確
保
策
と
し
て
、
外
国
人
労
働

者
受
け
入
れ
枠
の
見
直
し
に
関
す
る
情

報
連
携
も
進
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

 

県
本
部
か
ら
は
人
事
院
勧
告
の
概
要

が
報
告
さ
れ
、
今
年
は
全
世
代
の
賃
上

げ
傾
向
に
加
え
、
通
勤
手
当
の
上
限
引

き
上
げ
（
４
月
遡
及
）
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
一
方
、
地
域
手
当
は
一
部
自
治
体

で
引
下
げ
勧
告
が
続
き
、
代
替
制
度
を

含
む
運
用
改
善
が
課
題
と
な
り
ま
す
。 

 

【
現
場
の
実
情
】 

 

神
戸
交
通
は
、
市
バ
ス
の
需
要
が
コ

ロ
ナ
前
比
▲
15
・
９
%
、
乗
車
料
収
入

▲
10
・
９
億
円
。
２
０
２
５
年
度
に
東

灘
中
心
で
33
路
線
１
３
１
本
（
対
象
路

線
比
約
５
％
、
全
体
約
２
・
５
％
）
の

減
便
を
実
施
。
Ｉ
Ｃ
デ
ー
タ
偏
重
の
見

直
し
で
は
「
な
ぜ
乗
ら
れ
な
く
な
っ
た

か
」
の
視
点
が
不
足
し
、
地
域
に
よ
っ

て
は
実
質
的
な
空
白
地
帯
も
生
じ
た
と

指
摘
し
、
退
職
補
充
の
遅
れ
や
係
員
体

制
の
弱
体
化
も
安
全
運
行
に
影
響
し
て

い
る
と
し
ま
し
た
。 

 

地
下
鉄
部
門
は
車
両
更
新
や
ホ
ー
ム

ド
ア
整
備
、
タ
ッ
チ
決
済
・
Ｑ
Ｒ
乗
車

券
の
導
入
が
進
展
。
山
手
線
の
ワ
ン
マ

ン
化
に
向
け
、
Ｉ
Ｔ
Ｖ
設
置
や
訓
練
、

駅
要
員
か
ら
乗
務
へ
の
配
置
転
換
（
約

40
人
規
模
）
な
ど
体
制
協
議
を
継
続
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

 

伊
丹
交
通
は
、
２
０
２
４
年
12
月
の

再
改
正
で
平
日
31
本
・
休
日
47
本
の
減

便
や
最
終
便
繰
上
げ
を
実
施
。
約
１
５

０
人
体
制
で
日
々
の
休
暇
枠
は
7
～
10

枠
に
と
ど
ま
り
、
年
休
等
の
完
全
取
得

に
は
13
枠
が
必
要
と
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
正
規
職
員
採
用
を
16
年
ぶ
り
に
再

開
し
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
組
織
化

も
進
ん
で
い
ま
す
。 

 

【
方
針
】 

 

２
０
２
６
年
度
運
動
方
針
は
、
①
持

続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
の
確
立
（
安

定
財
源
・
協
議
会
へ
の
実
効
参
加
、
効

率
化
一
辺
倒
の
抑
制
）
②
人
材
確
保
・

育
成
・
処
遇
改
善
③
公
営
交
通
の
維
持

存
続
と
共
同
④
政
策
予
算
の
確
保
⑤
組

織
拡
大
⑥
交
通
労
働
者
の
連
帯
強
化
―

―
を
柱
に
、
県
本
部
へ
報
告
の
う
え
推

進
す
る
。
出
席
者
は
、
連
携
強
化
と
情

報
共
有
を
通
じ
、
休
暇
取
得
の
実
現
や

安
全
・
利
便
性
の
両
立
を
図
る
こ
と
で

一
致
し
ま
し
た
。  

神  交 （２） 2025 年 9 月 15日  第５２１号 

自治労兵庫県本部都市公共交通評議会（8月15日） 
 

８
月
15
日
に
開
か
れ
た
県
本
部
都
市
公
共
交
通
評
議
会
で
は
、
バ
ス

運
転
士
を
は
じ
め
と
す
る
人
材
不
足
が
深
刻
化
す
る
中
、
処
遇
改
善
や

安
定
財
源
の
確
保
を
求
め
、
公
共
交
通
を
守
る
取
り
組
み
を
強
め
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。
神
戸
・
伊
丹
両
交
通
労
組
か
ら
は
路
線
減
便
や

休
暇
取
得
困
難
な
ど
現
場
の
課
題
が
報
告
さ
れ
、
連
携
し
て
解
決
ニ
ッ

取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

 

組合員資格の公示 

 組合員資格を取得及び喪失を確認された方々につい

て、神戸交通労働組合規約施行規則第10条(加入)、並び

に第11条(脱退)に基づき公示します。（敬称略） 

加入 

中央自動車支部 乗合自動車運転士   白川 喜年    

中央自動車支部 乗合自動車運転士   吉竹 裕史    

高速駅務支部  運輸課係長      古家 重光    

  

脱退 

高速技術支部（電気区）        珍坂 友裕   現職 

高速技術支部（保線区）        永田 淳平   現職 

高速技術支部（保線区）        名定 勉    再任用 

高速技術支部（地下鉄車両課）     植前 修    再任用 

本局支部（経営企画課）        江坂 真理生  現職 

本局支部（市バス運輸サービス課）   古﨑 昌宏   現職 

高速技術支部（電気システム課電気区） 梅本 浩史   現職 

中央自動車支部（中央営業所垂水支所） 水野  修   現職 

本局支部（経営企画課）        小林 拓矢   現職 

中央自動車支部（中央営業所）     上原 保彦   再任用 

高速技術支部（地下鉄車両課）     小椋 鉄也   現職 

本局支部（市バス運輸サービス課）   津本 大樹   現職 

自治労兵庫県本部都市公共交通評議会総会（県本部7階会議室） 


